
第５学年「総合的な学習」活動案 

平 成 13 年 2月 ９日 （金）第 5校時 
活動場所 コンピュータルーム 低学年図書

室 
学習者  男子１７名 女子 13名 計 30名 
授業者  茂木裕二  杉浦克己 
学校支援ボランティア    岩谷 健夫 

 

１、単元名  「見たい、知りたい、三ヶ島の自然」 

 
２，単元について 

（１） 地域や学校の実態 

 本校は、２００２年に開校１００周年を迎える伝統校である。地域的には狭山丘陵の北側に広

がる自然に恵まれた地域で、狭山茶の産地であり茶工場も多い。丘陵を利用してブドウづくりも

おこなわれている。また、湧き水も多く３０分ほど歩くと、砂川堀の源流に至ることができる。

東川もこの地から湧き出た水を源流とし、わずかではあるが水田も残っていて、自然を学習する

には、事欠かない環境といえる。生息区域が自然環境に左右されるジャコウアゲハやホタルの生

息が確認されるなど、まだまだ、自然が残された地域である。 

保護者は、祖父・祖母・父・母とも本校の卒業生という家庭が多く、学校への教育活動にも協

力的である。 

（２） 児童の実態 

 本学年の児童は、明るく素直である。スポーツ少年団に参加している子が多く、クラスの枠を

越えたつながりを持っていて、男女ともに仲がいい。身近な林や川で、クワガタとりやザリガニ

とりなどの経験をした子がほとんどである。また、登下校の途中でもさまざまな、動植物に接し

ている。 

コンピュータ操作については、２週間に１時間、基礎的な操作を学ぶ時間として年間指導計画

に位置づけ指導している。また、コンピュータルームを「青空タイム」（２０分）昼休み（２０

分）を週２度、自由に使える日として開放してきた。これらの活動を通して、コンピュータやイ

ンターネットに興味を持つ子が増えたが、個人差が大きく、ローマ字で素早く入力できる児童が、

いる反面、ローマ字もよく理解していない児童も少なくない。他校とのメール交換など、児童の

興味ある活動を通して、コンピュータの基礎的、基本的技能を高めていきたいと考える。 

（３）単元設定とネットワークの活用 

 本単元では、自分の住んでいる三ヶ島という地域の自然に関心を向け、実際に歩いてみたり、

住んでいる人に取材したり、専門的な分野の人に話を聞いたりする活動を通して、自分たちの住

む三ヶ島の自然のよさを知り、自然を残していこうとする意識を持ち、自分達の活動について、

意見を聞くことで、地域に愛着が持てるようになることをねらいとしている。 

 児童は、４年生までの学習で、地域学習、他地域の学習、環境の学習をしてきている。また、

林間学校では、池の平湿原、湯の丸高原の自然を観察し、三ヶ島との違いなどを見つけてきた。   

２学期は、三ヶ島の地域について調べ、発表会を行ってきた。ここでは、子ども達が調べたこ

とをホームページに載せて発信し、学習したことについて多方面からの意見をもらい、今後の総

合的学習の時間の取り組みを考えると同時に、コンピュータを使うことで、情報通信ネットワー

クなどの情報手段に慣れ親しみ、適切に活用する力をつけることをねらいとしている。この学習



では、メール交換や、ホームページ作りなどを通して、楽しみながらコンピュータを使わせてい

きたい。 

 
３，児童の意識の広がり 

 
４，単元の目標 

 ◎総括目標  ・自分たちの住んでいる地域に関心を持ち、地域の人々、自然との関わりを深

め、自然豊かであることに気づき、自分たちの地域のすばらしさを発見し、

ふるさとを大切にしようとする態度を育てる。 

                ・コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ、ホー 

ムページづくりやメール交換などを楽しみながらすることで、情報ネット社 

会に適応できる児童を育てる。 

◎ 観点別目標 

〔関心・意欲・態度〕  ・自分の住んでいる地域に関心を持ち地域の自然のすばらしさを

調べようとする。 

            ・インターネットを使い、情報発信、メール交換などをすること

で、コンピュータに興味を持ち、進んで使おうとする。 

〔学び方・ものの考え方〕 ・自分の興味、関心から、課題を立てて、自分なりの方法で解決

していくことができる。 

〔自己の生き方〕    ・地域のよさを知り、地域の人々と進んで関わろうとする。 

            ・情報化社会に向け、インターネットなどの活用技術を高める。 



５．単元の活動計画         
過程 日時 活動内容 ◇教師の支援 ◆評価の視点 活動形態 
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（１）「三 ヶ島 に残 る自然 を探  
   そう」 
○「オリエンテーション」 
これからの学習 の見通 しを持

つ。 
○三 ヶ島 に残 っている自然 を 
同 じ地区 に住 んでいる友達 と 
話 し合 う。 
（２）「三 ヶ島 に残 っている自  
  然 を探 しに行 こう」 
 
○自然 がたくさん残 っていると 
ころに行 く。 
・市 の公園 に行 き（草原 になっ  
っている） いろいろな植物 を 
探 す。 
・砂川堀 の源流 を見 に行 く。 
・砂川堀 の源流 がある山 の中 を 
散策 し、その様子 を見 る。 
・ウマノスズクサを探 す。 
 
・「トトロの森財団 」永石 さんか

ら「狭山丘陵 の自然 」について

話 を聞 く。 
 
・砂川堀 の源流 から数百 メート

ルのところの様子 を見 に行 く。 
 
・東川 の源流 を見 に行 く。 
 
 
・砂川堀 や東川 の中流 を見 に行  
く。 
・狭山湖 へ行 く。 
 
 
（３）「みんなが見 つけてきた 
  ものやことがらを発表 しよ 
  う」 
○見 つけたものやことがらを整

理 する。 
・付箋 にメモを書 く。 
・メモを発表 して大 きなイメー

ジマップに貼 る。 
 
（４）「調 べたいな。三 ヶ島 の 
  自然 を。」 
○課題作 りをする。 
・どんなことを調 べたいと思 っ

たか付箋 に書 く。（名前 も）  
・付箋 を大 きなイメージマップ

に貼 る。 

◇総合的 な学習 の進 め方 を説明 し、地域 の

良 さを見 つけていこうとする気持 ちを

持 たせる 
 
 
◇自分 たちの住 んでいる地区 の様子 をよ

く思 い出 すよう助言 する。 
 
◇見 つけたものはスケッチをするよう助

言 する。 
◇雑草 の場合 は摘 んで持 ち帰 ってもよい。 
◇葉 をもんで匂 いを嗅 ぐことも観察 のポ

イントであることを知 らせる。 
◇植物 や砂川堀 の源流 を見 る時間 を十分

とる。 
 
◆見 つけたもののメモをとったり、スケッ

チしたり、摘 んだりしているか。 
◆自然 について関心 をもっているか。 
 

 
◆メモをとりながら、よく話 を聞 いている

か。 
 
◇源流 とのちがいをみつけるように助言

する。 
◆川 の汚 れに気 づいているか。 
 
◇気 づいたことをメモするように助言 す

る。 
 
◇汚 れても良 い服装 、長靴 を用意 させる。 
◇源流 との様子 のちがいを見 つけるよう

助言 する。 
 
 
◇場所 がわかるように地図 を用意 する。 
◆付箋 に書 いて発表 しようとしているか。 
 
 
◇前時 に行 った付箋 の貼 ってある地図 を

もとにイメージを広 げていくようにす

る。 
 
 
◇児童 と話 し合 いながら、調 べたいことを

はっきりさせ、課題 が立 てられるように

する。 
 
◆イメージを広 げながら、課題 が立 てられ

たか。 
◇これからの活動日 や時間 を知 らせ、活動

の見通 しがもてるようにする。 
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に貼 る。 
 
・同 じようなことを考 えた者 で

話 し合 い、課題 を立 てる。 
 
 
○活動計画 を立 てる。 
・いつ、どこで、何 をするか。 
・どんな記録 をしていくか。 
・誰 に聞 くか。連絡 の方法 はど

うするか。 
・どんな準備 が必要 か。 
・どんな方法 で発表 するか。 
 
（５）「調 べるぞ、三 ヶ島 の自然

を」 
○グループ毎 に活動 する。 
・川 の歴史 を調 べる。 
・川 の流 れを調 べる。 
・川 の水質 を調 べる。 
・川 の生 き物 を調 べる。 
・ウマノスズクサを調 べる。 
・きのこを調 べる。 
・オナモミを調 べる。 
・三 ヶ島 の植物 を調 べる。 

の見通 しがもてるようにする。 
◇活動 が可能 かどうか、教師 も一緒 に考 え

ていく。 
◇教 えてもらう場合 は，予 め学校側 から連

絡 をとっておき、お願 いをしておく。 
 
◇教 えてもらう場合 の連絡 やお願 いの仕

方 、お礼 の方法 を書 いたプリントを用意 し

ておき、それをもとに指導 し、失礼 のない

ようにする。 
 
◆活動 の見通 しがもてたか。 
 
 
◇活動 への意欲付 けをする。 
◇活動場所 が広 がるので、複数 の教師 で対

応 し、児童 の安全 につとめる。 
◇活動 が行 き詰 まっているグル－ プには、

もう一度計画 を確認 するように助言 し

たり、相談 に乗 ったりする。 
◇教 えてもらう場合 の対応仕方 を確認 す

る。 
◇何 かあったときの対処 の仕方 を話 して

おく。 
◆計画 に沿 って協力 して活動 しているか。 
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（６）「調 べたことをまとめよ 
   う。」 
○中間発表会 に向 けて、調 べた 
ことをまとめる。 
・自分 たちの考 えたまとめか 
たで行 う。 
（ デジカメ・ビデオ・模造紙 
 実験 ・ＯＨＰ ・地図 など）  
 
○発表 の練習 をする。 
 
 
 
 
 
 
 
（７）「調 べたことを発表 しよ

う。」 
○グループ毎 に発表 する。 
・家 の人 も招待 する。 
・友達 の発表 を聞 いて、三 ヶ島

の自然 について知 り、もっと 
知 りたいことを考 える 

 
（８）「さらに深 めよう。」 
○まだ調 べきれていないことや 
質問 されたもので調 べられそう

なことについて深 める。 

 
 
◇わかりやすいまとめかたや効果的 な発

表 の仕方 について助言 する。 
◆調 べたことを工夫 してまとめようとし

ている。 
 
 

 
◇聞 き手 にわかりやすい話 し方 について

助言 する。 
◇調 べたことだけでなく、知 って思 ったこ

とや考 えたことも発表 できるようにす

る。 
◇楽 しみにしている人 がいることを知 ら

せ、意欲付 けをする 
 
◇質問 したいことは何 か、意識 を持 って聞

くようにさせる。 
 
◇発表 するときは、課題 ・決 めた理由 ・調

べた方法 を言 うようにさせる。 
◆聞 き手 にわかるように発表 しているか。 
◆メモをとりながら聞 いているか。 
 
◇これから何 を調 べていくのか確認 し、助

言 する。 
◆協力 し、課題解決 に向 かっているか。 
◇わかりやすいまとめかたや効果的 な発
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（９）「調 べたことをまとめよ

う」 
○発表会 に向 けて、調 べたこと 
をまとめる。 
 
・自分 たちの考 えたまとめかた 
で行 う。 
（模造紙 ・地図 ・実験 ・ビデ

オ作 り・など）  
 
○発表会 の練習 をする。 

表 の仕方 について確認 する。 
◆調 べたことを工夫 してまとめようとし

ている。 
 
◇聞 き手 にわかりやすい話 し方 について

確認 する。 
 
◇調 べたことだけでなく、知 って思 ったこ

とや考 えたことも発表 できるようにす

る。 

 
グループ 
（ クラス） 
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( 本時)  

（10）「みんなに知 ってほしい 
   三 ヶ島 の自然 を」 
○発表会 を開 いて、自分 たちが 
調 べた事 を知 らせる。 
・友達 の発表 を聞 いて、三 ヶ島

の自然 の様 々なことを知 る。 
 

 
（11）「調 べたことをホーム 
   ページにのせよう。」 
○自分 たちが調 べた三 ヶ島 の 
自然 についてホームページに 
のせる。 
・メールなどで感想 や意見 を 
もらう。 
・感想 や意見 を読 み，再度 
ホームページで発信 する。 

(12) 「交流 を広 げていこう」 
○同 じテーマで学習 している学

校（柳瀬小） と交流 をする。 
・新 たに調 べたことをホームペ

ージで発信 する。 
・メールを読 み、返信 する。 
 
・柳瀬小学校 と調 べたことのメ

ール交換 をする。 
・愛媛県内子小 と学校紹介 など

のメール交換 をする。 
・調 べたことのホームページづ

くりをする。 
 

◇発表 の仕方 について確認 する 
◇聞 いてわからないことは質問 したり、わ

かったことや、思 ったことはメモするよ

うに助言 する。 
◆調 べたことや考 えたことを聞 き手 にわ

かりやすく伝 えようとしているか。 
◆友達 の発表 から三 ヶ島 の自然 の様 々な

ことを知 ったか。 
◇ホームページの作 り方 を説明 する。 
◇見 やすいページを作 るよう助言 する。 
 
◇メールの送 り方 を説明 する。 
 
◆見 やすいホームページが、作 れたか。 
◆メールの送 り方 が、わかったか。 
 
 
◇メールを読 み、自分達 の考 え方 について 
  返信 させる。 
◇新 たに調 べたことについてホームペー

ジを作 る。 
◆枠 を作 ったり、写真 を入 れたりして、読

みやすいホームページが作 れたか。 
◆メールの内容 が、わかるようにメールを

うてたか。 
◇わかりやすいホームページを作 る。 
◇メールで、自分 たちの考 えを送信 する。 
◆わかりやすいホームページができたか。 
◆メールで意見 などを入 れてうてたか。 

 
グループ 
（全体） 
 
 
 
 
 
 
 
クラス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クラス 

 
６，本時の学習活動 

（１） これまでの取り組みの概要。 

 ５年生の児童は、夏休みの林間学校を前に、長野県の湯の丸山について調べ学習をしてから臨

み、林間学校では、３時間余りのグループ活動の中で、自然についてまとめ、三ヶ島との環境の

違いなどについて考えてきた。２学期には、「三ヶ島の自然」をテーマにして、地域に出て、児

童が興味を持ったことについて調べ、発表会を行ってきた。その成果を、ホームページで発信す

るとともに、「東川」中流にあたる柳瀬小学校とメール交換することで、地域を流れる川の違い

などについて知り、地域の自然の大切さに気づかせていきたい。 



時間 ◇児  童  の 活  動  ・ 意  識       ◆教師 の支援   ◆評価  

 
課題 
確認 

 
３ 

 
活動 
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まとめ 
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調 べたことをメ

ールやホームペ

ージに載 せて発

信 しよう。 

本時 の課題 

Ｔ１： 
メールを書 く

支援 

Ｔ２： 
ホームページ

を作 る支援  

支援ボランティア：  
ホームページを作

る支援  

今 まで調 べてきたこ

とをまとめ、分 かり

やすく作 ろう。 

写真 や絵 など

も入 れるとい

いね。 
メールも参 考

にして。 

こんなメールが

来 てるよ。 

どうしたら分 かり

やすいホームペー

ジができるかな。 

私 たちの調 べた

ことで返事 を書

こうかな。 

・何人 か今日 の活動 の感想 を発表 しよう。 
・次時は、今後活動していきたい課題、深めた

い課題を立てていこう。 

評価 
・グループで調 べたことを分 か

りやすく、効果的 に作 れたか。

・メールの意見 などを反映 でき

たか。 

【教師用 コンピュータ】 

メールの発信  

Outlook使用 

【児童用 コンピュータ】 
Microsoft  Exchange 
FrontPage  Express 
使用 

メールを書 く児童 への支援：内容 のアドバイス（相手 のメールに対 しての返事 、回答 、

調 べたことなどの感想 など、学習 を生 かしたもの）  

ホームページを作 る児童 へ：作成 の仕方 、ビジュアル的 な表現 へのアドバイス 

の支援           （言葉 の分 かりやすさ、画像 の挿入 など）  

 


